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平成２３年度ＪＡ共済の運用益の使途について

平 成 ２３ 年 １ 月



（単位：千円、％）

事業内容 事業主体
2010年度

支出予定額Ａ
2011年度

支出予定額案Ｂ
増減額Ｃ

（Ｂ－Ａ）
増減率
Ｃ／Ａ

備考

①全国一斉交通安全運動の協賛
★内閣府他の全国一斉交通安全運動に協賛し、交通事故の防止を図る。
○全国のＪＡ等で交通安全運動期間中に同運動ポスターを掲示。

内閣府他 1,000 1,000 0 0.0

②シートベルト・チャイルドシート着用推進運動の協賛
★シートベルト・チャイルドシート着用推進協議会の着用推進運動に協賛し、
交通事故の防止・軽減を図る。
○シートベルト・チャイルドシート着用促進の広報活動等。

シートベルト・チャイルド
シート着用推進協議会（内
閣府他）

1,000 1,000 0 0.0

③自動車点検整備推進運動の協賛
★自動車点検整備推進協議会の自動車点検整備推進運動に協賛し、交通事故の
防止を図る。
○自動車点検フェスティバル開催、PRﾎﾟｽﾀｰ掲示等｡

自動車点検整備推進協議会
（国土交通省他）

500 500 0 0.0

④交通安全スローガン・ポスター募集事業の協賛
★毎日新聞社・（財）全日本交通安全協会の交通安全スローガン・ポスター募
集事業に協賛し、交通事故の防止を図る。
○全国のＪＡにおけるＪＡ共済全国一斉交通安全運動において、同事業で選定
された「交通安全スローガン」を使用。

毎日新聞社、（財）全日本
交通安全協会

2,700 2,700 0 0.0

⑤（財）全日本交通安全協会の支援
★交通安全事業を行う（財）全日本交通安全協会を支援し、交通事故の防止を
図る。
○交通安全に関する広報活動、交通安全表彰、交通安全教育の推進等。

（財）全日本交通安全協会 2,000 2,000 0 0.0

⑥交通安全ポスターコンクールの実施
★小中学生対象の交通安全ポスターコンクールを実施し、交通事故の防止を図
る。
○全国の小・中学校の生徒を対象に交通安全ポスターを募集、優秀作品を表
彰。全国各地で優秀作品展示会を開催。

ＪＡ・ＪＡ共済連（後援予
定：内閣府、警察庁、文部
科学省）

75,000 107,100 32,100 42.8
交通安全意識の向上促進の
ため優秀作品展示会開催費
用を増額

⑦幼児向け・高齢者向け交通安全教室の実施
★幼児対象の交通安全教室・高齢者対象の交通安全教室を実施し、交通事故の
防止を図る。
○全国各地で、幼児が交通安全知識を学ぶ交通安全教室、身体能力の衰える高
齢者対象の交通安全教室を開催。

ＪＡ・ＪＡ共済連（後援予
定：内閣府、警察庁、国土
交通省）

320,000 320,000 0 0.0

402,200 434,300 32,100 7.9

Ａ．自動車事故防止対策

小　　　計

2011年度自賠責共済運用益拠出事業（案）
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（単位：千円、％）

事業内容 事業主体
2010年度

支出予定額Ａ
2011年度

支出予定額案Ｂ
増減額Ｃ

（Ｂ－Ａ）
増減率
Ｃ／Ａ

備考

①救急医療機器等購入費補助
★地域の救急医療を担う病院に対して救急医療機器等購入費を補助（8割相当
額が上限）し、救急医療体制の整備と被害者救済を図る。
○地域の自動車事故の被害者の救命・社会復帰を担うＪＡ厚生連等病院の救急
医療体制の拡充に寄与。ＪＡ厚生連の全国115病院のうち、103病院が救急告示
を、21病院がへき地中核・医療拠点病院指定を受けている。

ＪＡ厚生連病院他 1,000,000 1,000,000 0 0.0

②救急ヘリ普及推進の支援
★（NPO）救急ヘリ病院ネットワークの救急医療用ヘリに関する啓発・広報活
動を支援し、救急医療体制の整備と被害者救済を図る。
○病院・医療機関ネットワークの組成、救急医療用ヘリによる患者搬送に関す
る研究・推進等を実施。

（NPO）救急ヘリ病院ネッ
トワーク

13,000 13,000 0 0.0

1,013,000 1,013,000 0 0.0

①自賠責制度周知活動の実施
★自賠責共済・保険の未加入車両の解消を図る自賠責制度周知活動を実施し、
被害者救済に役立てる。
○全国のＪＡ等で国土交通省作製のリーフレット・ポスターを配布・掲示。

国土交通省他 4,000 4,000 0 0.0

②交通事故無料法律相談事業の支援
★（財）交通事故紛争処理センターの自動車事故損害賠償に関する無料法律相
談事業を支援し、紛争解決を図る。
○自動車事故に伴う損害賠償の紛争に関する無料での法律相談・和解斡旋等｡

（財）交通事故紛争処理セ
ンター

65,800 68,900 3,100 4.7
（財）交通事故紛争処理セ
ンターからの要請額に基づ
く

③交通事故法律相談機関の支援
★交通事故法律相談を行う（財）日弁連交通事故相談センターを支援し、紛争
解決を図る。
○自動車事故損害賠償の適正かつ迅速な処理を促進するための示談斡旋等。

（財）日弁連交通事故相談
センター

22,000 22,000 0 0.0
（財）日弁連交通事故相談
センターからの要請額に基
づく

④介助犬の普及の支援
★身体障害者の日常生活を補助する介助犬の普及を支援し、被害者救済に役立
てる。
○介助犬学術団体・介助犬育成団体の活動を支援。介助犬の認知度向上のため
の広報活動、自動車事故による身体障害者への介助犬の情報提供。

（NPO）日本介助犬アカデ
ミー、（社福）日本介助犬
協会、ＪＡ・ＪＡ共済連

90,800 90,800 0 0.0

⑤交通事故被害者・家族向け情報交換支援インターネットサイトの運営
★交通事故被害者・家族向け情報交換支援インターネットサイトの運営を通じ
て、被害者救済を図る。
○交通事故の被害者やその家族向けの情報交換支援・情報提供のためのコミュ
ニティ・インターネットサイトを設置・運営。

ＪＡ共済連 5,700 5,700 0 0.0

Ｂ．救急医療体制の整備

Ｃ．自動車事故被害者対策

小　　　計

2



（単位：千円、％）

事業内容 事業主体
2010年度

支出予定額Ａ
2011年度

支出予定額案Ｂ
増減額Ｃ

（Ｂ－Ａ）
増減率
Ｃ／Ａ

備考

⑥交通事故医療研究の支援
★交通事故医療に関する有効な研究を支援することで、医療の進歩に資する。
○医学界の専門家で構成される審査委員会において選定した医療研究25件（｢
障害者の自動車運転支援の強化」「高齢ドライバーの運転能力を支える脳内の
処理機構の検討」他）を助成。

名古屋大学医学部附属病
院、東京慈恵会医科大学、
筑波大学大学院／茨城県厚
生連水戸協同病院、独立行
政法人自動車事故対策機構
中部療護センター、東海大
学医学部、独立行政法人労
働者健康福祉機構中部労災
病院、千葉大学医学部附属
病院、防衛医科大学校病
院、神奈川県総合リハビリ
テーションセンター、北九
州市立八幡病院、北海道大
学病院先進急性期医療セン
ター、国際医療福祉大学、
首都大学東京大学院、獨協
医科大学、茨城県厚生連水
戸協同病院/筑波大学附属
病院水戸地域医療教育セン
ター、九州大学医学研究
院、岡山大学大学院医歯薬
学総合研究科、農協共済中
伊豆リハビリテーションセ
ンター、NPO法人日本運動
器バイオメカニクス研究
所、大阪大学医学部附属病
院高度救命救急センター、
山口県厚生連小郡第一総合
病院、千葉大学大学院、大
阪大学医学部附属病院高度
救命救急センター

25,000 25,000 0 0.0

⑦（財）交通遺児育成基金の支援
★交通遺児の生活基盤安定を目的とする（財）交通遺児育成基金を支援し、被
害者救済に役立てる。
○交通遺児への育成給付金の支給、激励援護活動。

（財）交通遺児育成基金 14,700 14,700 0 0.0
（財）交通遺児育成基金か
らの要請額に基づく

⑧（財）交通遺児育英会の支援
★交通遺児の修学を援助する（財）交通遺児育英会を支援し、被害者救済に役
立てる。
○交通遺児への修学支援活動。

（財）交通遺児育英会 5,000 5,000 0 ー
（財）交通遺児育英会から
の要請額に基づく

233,000 236,100 3,100 1.3小　　　計
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（単位：千円、％）

事業内容 事業主体
2010年度

支出予定額Ａ
2011年度

支出予定額案Ｂ
増減額Ｃ

（Ｂ－Ａ）
増減率
Ｃ／Ａ

備考

①外傷性腱板断裂の臨床的特徴にかかる調査
★肩関節外傷による外傷性腱板断裂の後遺障害認定に資する。
○肩関節外傷後に生じた肩関節痛を主訴とする患者を対象とし、外傷の確認後
に画像所見と診察および手術所見の比較により評価を行う。

（社）農協共済総合研究所
医療研究研修部

15,000 15,000 0 0.0 2010～2012年度計画

②腰椎疾病・障害患者の予後に関する調査
★腰椎疾病・障害患者の予後に関する調査を実施し、後遺障害認定に資する。
○交通事故による腰椎疾患画像と一般住民検診による画像を自動読影ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
を用いて解析し、交通事故後の腰痛疾患に特徴的な画像所見の検討および定量
的な評価に資する。

（社）農協共済総合研究所
医療研究研修部

19,000 19,000 0 0.0 2010～2012年度計画

34,000 34,000 0 0.0

①医療分野研修の実施
★医療分野研修を実施し、医療費支払の適正化を図る。
○医療研究研修部で4つのコースの研修会を実施。

（社）農協共済総合研究所
医療研究研修部

60,000 60,000 0 0.0

60,000 60,000 0 0.0

1,742,200 1,777,400 35,200 2.0合　　　計

小　　　計

Ｄ．後遺障害認定対策

Ｅ．医療費支払適正化対策

小　　　計
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（単位：千円、％）

年度

拠出項目 拠出額 増減額 増減率 拠出額 増減額 増減率 拠出額 増減額 増減率 拠出額 増減額 増減率 拠出額（案） 増減額 増減率

A.自動車事故防止対策 598,695 287,552 92.4 424,575 ▲ 174,120 ▲ 29.0 411,785 ▲ 12,790 ▲ 3.0 402,200 ▲ 9,585 ▲ 2.3 434,300 32,100 7.9

B.救急医療体制の整備 485,636 235,344 94.0 987,132 501,496 103.2 1,005,489 18,357 1.8 1,013,000 7,511 0.7 1,013,000 0 0.0

C.自動車事故被害者対策 178,918 ▲ 15,777 ▲ 8.1 202,647 23,729 13.2 211,433 8,786 4.3 233,000 21,567 10.2 236,100 3,100 1.3

D.後遺障害認定対策 33,977 ▲ 8,000 ▲ 19.0 34,000 23 0.0 34,000 0 0.0 34,000 0 0.0 34,000 0 0.0

E.医療費支払適正化対策 59,958 ▲ 9 0.0 59,999 41 0.0 59,999 0 0.0 60,000 1 0.0 60,000 0 0.0

1,357,184 499,110 58.1 1,708,354 351,169 25.8 1,722,706 14,352 0.8 1,742,200 19,494 1.1 1,777,400 35,200 2.0

注）拠出額について：2009年度までは支出額、2010・2011年度は自賠責共済運用益等使途選定委員会における承認額。

合計

2011年度

自賠責共済運用益拠出額の推移

2010年度2009年度2008年度2007年度



 
 

Ａ．自動車事故防止対策 

 

事業内容（事業主体） 

（予定額）【実績額】
事業報告（概要） 備 考 

①全国一斉交通安全運動の協賛 

（内閣府他） 

（1,000 千円）

【 986 千円】

★内閣府他の全国一斉交通安全運動に協賛し、交通事故の防止を図る。 

○内閣府他の全国一斉交通安全運動に協賛。春および秋の全国一斉交通安全運動

ポスターを全国のＪＡおよび関連団体に配布、全国各地で運動期間中に掲示。

（春 23,000 枚、秋 20,000 枚） 

○活動状況についてヒ

アリングを実施。 

 

②交通安全フェアの協賛等 

（内閣府、交通安全フェア推進協議会、

ＪＡ共済連他） 

（10,600 千円）

【   0 千円】

★交通安全フェア推進協議会の交通安全フェアに協賛・出展し、交通事故の防止

を図る。 

○交通安全フェア推進協議会の第 32 回交通安全フェア（9月 13・14 日、東京ド

ーム内プリズムホール）に協賛を予定していたが、内閣府が交通安全フェアを

終了したため、実施していない。 

 

③シートベルト・チャイルドシート着用

推進運動の協賛 

（シートベルト・チャイルドシート着

用推進協議会） 

（1,000 千円）

【1,000 千円】

★シートベルト・チャイルドシート着用推進協議会の着用推進運動に協賛し、交

通事故の防止・軽減を図る。 

○シートベルト・チャイルドシート着用推進協議会（内閣府、文部科学省、警察

庁、国土交通省および自動車関連団体等で構成、（財）日本交通安全教育普及

協会が事務局）のシートベルト・チャイルドシート着用推進運動に協賛。 

・シートベルト・チャイルドシート着用必要性等の啓発広報活動 

・適切な選定･装着促進のためのチャイルドシート指導員養成研修会の開催支援

○活動状況についてヒ

アリングを実施。 

④自動車点検整備推進運動の協賛 

（自動車点検整備推進協議会） 

（500 千円）

【500 千円】

★自動車点検整備推進協議会の自動車点検整備推進運動に協賛し、交通事故の防

止を図る。 

○自動車点検整備推進協議会（国土交通省および自動車関連団体で構成）の自動

車点検整備推進運動に協賛。 

・自動車の点検整備の必要性と重要性を啓発する「自動車点検フェスティバル」

等を開催 

 

○活動状況についてヒ

アリングを実施。 

2009 年度 自賠責共済運用益拠出事業報告書
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⑤交通安全スローガン・ポスター募集事

業の協賛 

（（株）毎日新聞社、（財）全日本交通

安全協会） 

（2,700 千円）

【2,625 千円】

★毎日新聞社・（財）全日本交通安全協会の交通安全スローガン・ポスター募集

事業に協賛し、交通事故の防止を図る。 

○毎日新聞社・（財）全日本交通安全協会の交通安全スローガン・ポスター募集

事業に協賛。 

・スローガン応募数：152,818 点 

・ポスター応募数：一般部門の運転者(同乗者を含む)向け 262 点、歩行者・自転

車利用者向け 186 点、子供部門 4,543 点 

○全国のＪＡのＪＡ共済全国一斉交通安全運動において、同事業で選定された

「交通安全スローガン」を使用。 

 

○スローガン、ポスター

の大賞作品を選定す

る審査会に出席。 

○活動状況についてヒ

アリングを実施。 

 

⑥（財）全日本交通安全協会の支援 

（（財）全日本交通安全協会） 

（2,000 千円）

【2,000 千円】

 

★交通安全事業を行う（財）全日本交通安全協会を支援し、交通事故の防止を図

る。 

○第 50 回交通安全国民運動中央大会を開催（１月）し、全国の交通安全功労者

や無事故運転者等を表彰、交通事故防止活動の徹底などの諸対策を国民運動と

して強力に推進する大会宣言を採択。 

○春の全国交通安全運動（5月）、秋の全国交通安全運動（9月）を関係省庁・団

体と共催。 

○交通安全教育の推進。 

 

○活動状況についてヒ

アリングを実施。 

 

⑦交通安全ポスターコンクールの実施 

（ＪＡ・ＪＡ共済連、後援：内閣府、

警察庁、文部科学省） 

（80,000 千円）

【79,774 千円】

★小中学生対象の交通安全ポスターコンクールを実施し、交通事故の防止を図

る。 

○全国の小・中学校の生徒を対象に交通安全ポスターを募集し、優秀作品を表彰。

全国各地で優秀作品の展示会を開催。 

・2009 年度で第 38 回 

・応募数 7,408 校（小学校 5,959 校、中学校 1,449 校）、164,021 点（小学

校 128,483 点、中学校 35,538 点） 

・内閣府特命担当大臣賞 3点、農林水産大臣賞 3点、警察庁長官賞 3点、文部科

学大臣奨励賞 3点 

 

 

○警察関係者へのヒア

リングを実施。 

 

2 



⑧幼児向け・高齢者向け交通安全教室の

実施 

（ＪＡ・ＪＡ共済連、後援:内閣府、警

察庁、国土交通省） 

（327,000 千円）

【324,900 千円】

★幼児対象の交通安全教室・高齢者対象の交通安全教室を実施し、交通事故の防

止を図る。 

○全国各地で、幼児がミュージカル形式で交通安全知識を学ぶ交通安全教室を開

催。 

・37 回開催、合計約 26,337 名（保護者を含む）参加 

○全国各地で、身体機能の衰える高齢者向けプログラム（安全運転・歩行に関係

する反応能力の低下の自覚を促すための敏捷性測定等）による高齢者対象の交

通安全教室を開催。 

・215 回開催、合計約 30,084 名参加 

 

○参加者、警察関係者へ

のヒアリングを実施。 
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Ｂ．救急医療体制の整備 

 
事業内容（事業主体） 

（予定額）【実績額】
事業報告（概要） 備 考 

①救急医療機器等購入費補助 

（ＪＡ厚生連病院他） 

（1,000,000 千円）

【999,989 千円】

★地域の救急医療を担う病院に対して救急医療機器等購入費を補助（8割相当額

が上限）し、救急医療体制の整備と被害者救済を図る。 

○59 病院に対する救急医療機器購入費補助（983,892 千円） 

・旭川厚生、網走厚生、倶知安厚生、山本組合総合、秋田組合総合、仙北組合総

合、雄勝中央、白河厚生総合、塙厚生、高田厚生、双葉厚生、総合病院水戸協

同、県北医療センター高萩協同総合、総合病院土浦協同、茨城西南医療センタ

ー、下都賀総合、石橋総合、上都賀総合、佐野厚生総合、熊谷総合、相模原協

同、伊勢原協同、佐久総合、長野松代総合、鹿教湯三才山リハビリテーション

センター、新町、糸魚川総合、上越総合、刈羽郡総合、長岡中央総合、豊栄、

佐野総合、厚生連高岡、揖斐厚生、岐北厚生、遠州総合、総合病院静岡厚生、

総合病院清水厚生、リハビリテーション中伊豆温泉、尾西、知多厚生、松阪中

央総合、鈴鹿中央総合、菰野厚生、大台厚生、尾道総合、吉田総合、廣島総合、

府中総合、周東総合、長門総合、小郡第一総合、麻植協同、屋島総合、滝宮総

合、ＪＡ高知病院、福岡整形外科、鶴見、鹿児島厚生連 

・主な機器：超音波診断装置、生化学自動分析装置、患者監視装置等 

○6病院に対するリハビリ機器購入費補助（16,097 千円） 

・相模原協同病院、リハビリテーション中伊豆温泉病院、菰野厚生病院、府中総

合病院、ＪＡ高知病院、耳納高原病院 

○購入機器の写真等を

添付した報告書を受

領。 

②救急ヘリ普及推進の支援 

（（NPO）救急ヘリ病院ネットワーク）

（5,500 千円）

【5,500 千円】

 

★（NPO）救急ヘリ病院ネットワークの救急医療用ヘリに関する啓発・広報活動

を支援し、救急医療体制の整備と被害者救済を図る。 

○救急医療用ヘリの普及促進のための調査研究の推進と取りまとめを実施。 

・欧米ヘリコプター救急の先進事例調査 

・母体搬送と小児救急についてのセミナー開催 

○救急医療用ヘリの有効性と必要性を広く広報するための広報誌「HEM-Net グラ

フ」を発行。講演会・セミナーを開催。 

○活動状況についてヒ

アリングを実施。 
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Ｃ．自動車事故被害者対策 

 
事業内容（事業主体） 

（予定額）【実績額】
事業報告（概要） 備 考 

①自賠責制度周知活動の実施 

（国土交通省他） 

（4,000 千円）

【3,216 千円】

 

★自賠責共済・自賠責保険の未加入車両の解消を図る自賠責制度周知活動を実施

し、被害者救済に役立てる。 

○全国のＪＡ等で秋の全国一斉交通安全運動期間を中心に、国土交通省作製のリ

ーフレット（約 66.6 万部）・ポスター（約 6.2 万枚）を配布・掲示。 

 

 

②交通事故無料法律相談事業の支援 

（（財）交通事故紛争処理センター） 

（65,000 千円）

【64,923 千円】

 

★（財）交通事故紛争処理センターの自動車事故損害賠償に関する無料法律相談

事業を支援し、紛争解決を図る。 

○2009 年度の総相談件数は 25,164 件（前年度：22,519 件）、このうち新受件数

8,656 件（前年度：7,798 件）、審査件数は 769 件(前年度：684 件)、示談成立

件数は 7,447 件（前年度：6,543 件）。 

・ＪＡ共済加入車両の相談等は 484 件 

○2009 年度の同センター総事業費（1,113 百万円）に占める支援額（64 百万円）

の割合は 5.8％。 

 

○活動結果について報

告書を受領。 

③交通事故法律相談機関の支援 

（（財）日弁連交通事故相談センター）

（17,000 千円）

【17,000 千円】

 

★交通事故法律相談を行う（財）日弁連交通事故相談センターを支援し、紛争解

決を図る。 

○交通事故に関する示談斡旋および審査を実施。 

・2009 年度のＪＡ共済加入車両の相談等は示談斡旋（斡旋延べ日数）255 日（前

年度：264 日）、審査 12 回（前年度：4回） 

 

○活動結果について報

告書を受領。 

④（財）交通遺児育成基金の支援 

（（財）交通遺児育成基金） 

（14,700 千円）

【10,444 千円】

 

★交通遺児の生活基盤安定を目的とする（財）交通遺児育成基金を支援し、被害

者救済に役立てる。 

○2009年度の交通遺児の新規加入者は41名（2009年度末の加入総数は1,233名）。

○自治体等の相談窓口等を通じた基金制度の紹介等。 

 

○拠出団体（国やＪＡ共

済連等）の拠出分担割

合にもとづく。 

○活動状況についてヒ

アリングを実施。 
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⑤介助犬の普及の支援 

（（NPO）日本介助犬アカデミー、（社福）

日本介助犬協会、ＪＡ・ＪＡ共済連）

（90,800 千円）

【90,780 千円】

 

★身体障害者の日常生活を補助する介助犬の普及を支援し、被害者救済に役立て

る。 

○（NPO）日本介助犬アカデミーの活動状況。 

・身体障害者補助犬育成補助事業など介助犬・補助犬に関する調査研究・講演等

・介助犬・補助犬に関する啓発活動 

○（社福）日本介助犬協会の活動状況。 

・介助犬の育成・提供 

・介助犬の認知度向上のための講演会・イベント開催（合計 158 回） 

・介助犬利用者・希望者の相談 

○介助犬の認知度向上を図るための、デモンストレーション・ポスター等による

広報活動。（後援：厚生労働省） 

○活動状況についてヒ

アリングを実施。 

 

⑥交通事故医療研究の支援 

（久留米大学医学部他） 

（20,000 千円）

【19,400 千円】

★交通事故医療の研究にかかる研究費の一部助成 

研究者 助成対象とする研究テーマの概要 

井口 浩一（埼玉医大総合医

療ｾﾝﾀｰ高度救命救急ｾﾝﾀｰ講

師） 

外傷患者の転院搬送におけるリスクの評価とその解

決に向けての研究 

本田 昇司（農協共済別府ﾘﾊ

ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ長） 

高次脳機能障害と自動車運転に関する研究(光ﾄﾎﾟｸﾞﾗ

ﾌｨｰを用いた解析) 

和田 直樹（群馬大学大学院

医学系研究科助教） 

ＦＣＥＳ（身体機能評価システム）を用いた交通外傷

後の日常生活動作障害の解析と評価 

白倉 賢二（群馬大学医学部

附属病院ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部教授）

物理療法が腱靭帯組織に及ぼす細胞生物学的効果の

科学的解明 

栗原 まな（神奈川県総合ﾘﾊ

ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ小児科部長） 

小児脳外傷：高次脳機能障害のリハビリテーションプ

ログラムの作成 

土肥 謙二（昭和大学医学部

救急医学講座専任講師） 

外傷性脳損傷におけるＰＡＣＡＰによる神経細胞死

防御とその分子制御機構の解明 

 

○研究結果報告書を受

領。 
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研究者 助成対象とする研究テーマの概要 

館 正弘（東北大学医学系研

究科形成外科分野教授） 

ケロイド･肥厚性瘢痕のレチノイン酸を用いた治療戦

略 

小川 武希（東京慈恵会医科

大学救急医学講座主任教授）
頭部外傷データバンクの解析 

松下 隆（帝京大学医学部整

形外科主任教授） 
運動器外傷患者レジストリー・システムの構築 

竹宮 健司（首都大学東京都

市環境学部建築都市ｺｰｽ准教

授） 

交通事故外傷患者の救命率向上に向けた外傷センタ

ーの効果的整備方法に関する研究 

  

⑦交通事故被害者・家族向け情報交換イ

ンターネットサイトの運営 

（ＪＡ共済連） 

（5,700 千円）

【5,670 千円】

★交通事故被害者・家族向け情報交換支援・情報提供のための情報交換インター

ネットサイトを運営し、被害者救済を図る。 

○交通事故被害者・家族向け支援情報交換インターネットサイトを通じ、交通事

故被害者家族や被害者団体の様々な情報交換を行う場の提供として交通事故

被害者・家族向けブログを設置・運営。 
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Ｄ．後遺障害認定対策 

 
事業内容（事業主体） 

（予定額）【実績額】
事業報告（概要） 備 考 

①脳外傷による高次脳機能障害の後遺症

害認定に関する調査 

（（社）農協共済総合研究所 医療研究

研修部） 

（9,000 千円）

【9,000 千円】

 

★脳外傷による高次脳機能障害に関する症例・高次脳機能障害認定システムに関

する調査を実施し、被害者救済と後遺障害認定に資する。 

○ 高次脳機能障害認定システムが 2007 年に見直されたことを受け、「旧システ

ム」の認定事案と「新システム」の認定事案について、比較分析を実施。 

○2009 年度は、高次脳機能障害認定システムに基づき審査された 96 事案の調査

を実施 

・新調査様式による認定事例 81 件 

・旧調査様式による認定事案 15 件 

 

○研究結果報告書を受

領。 

②頚椎の疾病・障害患者の予後に関する

調査 

（（社）農協共済総合研究所 医療研究

研修部） 

（25,000 千円）

【25,000 千円】

★頚椎疾病・障害患者の予後に関する調査を実施し、後遺障害認定に資する。 

○頚椎に関する疾病および障害を罹患し、それが原因となり、医療機関で受診す

る者を対象に、加齢性変化等の身体的素因の有無・発症態様・年齢・職種等の

項目毎に傾向分析を実施。 

・2009 年度は、調査実施病院（医療法人社団大坪会東和病院、医療法人博療会佐

瀬病院）にて症例（77 事例）の収集を実施した。 

・収集事例のデータベースの作成 

 

○研究結果報告書を受

領。 
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Ｅ．医療費支払適正化対策 

 
事業内容（事業主体） 

（予定額）【実績額】
事業報告（概要） 備 考 

①医療分野研修の実施 

（（社）農協共済総合研究所 医療研究

研修部） 

（60,000 千円）

【59,999 千円】

★医療分野研修を実施し、医療費支払の適正化を図る。 

○医療研究研修部で、損害調査担当者を対象とした医療費応用コース、医療費検

証担当者を対象としたメディカルコーディネーター基礎コース、応用コースの

研修会を実施。 

・研修会受講者は合計 201 名 

 

 

  
 
2009 年度自賠責共済運用益拠出事業 

＜支出予定額＞     ＜支出実績額＞ 

○自動車事故防止対策       424,800 千円      411,785 千円 

○救急医療体制の整備      1,005,500 千円     1,005,489 千円 

○自動車事故被害者対策      217,200 千円      211,433 千円 

○後遺障害認定対策         34,000 千円       34,000 千円 

○医療費支払適正化対策       60,000 千円       59,999 千円 

＜合  計＞       1,741,500 千円     1,722,706 千円 
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